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Ⅰ．事業の目的 

 

本事業は、食品廃棄物対策を新たなステージへ進展させるため、食品廃棄物の国産肥飼料化

やバイオガス化等のリサイクルに適した分別手法及び容器包装廃棄物の削減手法の調査・分析・

普及並びに新たな食品リサイクルシステム構築に向けたマッチングの推進を図ることを目的として

いる。平成 24 年 7 月に再生可能エネルギーの固定価格買取制度が施行され、同年 9 月にはバイ

オマス事業化戦略が策定され、食品廃棄物のバイオガス発電の事業化に向けた取組が全国各地

で大きく展開されているところである。特に、食品廃棄物を効率的に有効活用するためには、技術

変換する際の原料の性状等が重要となってくるため、食品廃棄物の発生業種やリサイクル技術を

勘案した分別手法を検討する必要がある。 

容器包装廃棄物の削減については、発生抑制、再利用、リサイクルという 3R の精神に基づき、

食品製造事業者、食品卸売業者、食品小売業者、外食産業者、及び容器包装製造事業者により、

レジ袋の削減や軽量化等、様々な取組が実施されているところであるが、より一層容器包装廃棄

物の削減を推進するため、業種や取組手法について調査・分析する必要がある。 

また、食品リサイクルシステムの取組をさらに発展普及させるためには、食品廃棄物排出事業者

と食品廃棄物の再生利用事業者とのマッチングが不可欠であり、特に食品廃棄物排出事業者が

活用しやすいようにホームページを活用したシステムを構築することが重要である。 

このような背景から、本事業では学識経験者、食品製造事業者、消費者団体等で構成する検討

会での議論を踏まえ、効果的かつ実効性のある内容を報告書としてまとめ、食品廃棄物対策を新

たなステージへの進展を目指す。 

 
Ⅱ．事業の内容 

 

１．検討会の概要 

調査・検討を効果的かつ効率的に進めるため、学識経験者、食品製造事業者、消費者団体等

で構成する 7 名の「平成 25 年度食品廃棄物対策環境整備検討会」を設置し、食品廃棄物の分別

手法や容器包装廃棄物の削減手法の分析・検討及び普及に向けた具体的方策を取りまとめるた

め、4 回検討会を開催した。検討会委員のリストを表 1 に示す。 

 

表 1 検討会委員（敬称略） 

 所属・役職 氏名 

学識経験者 
東京情報大学 学長 牛久保 明邦 

全国食品リサイクル登録再生利用事業者事務連絡会 常任理事 髙橋 巧一 

製造業 一般財団法人食品産業センター技術環境部 次長 後藤 浩之 

卸売業 一般社団法人日本加工食品卸 協会 専務理事 奥山 則康 

小売業 日本チェーンストア協会環境委員会 委員 百瀬 則子 

外食産業 一般社団法人日本フードサービス協会 環境委員会 委員 榎本 博政 

消費者団体 NPO 法人持続可能な社会をつくる元気ネット 事務局長 鬼沢 良子 
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